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　１月18日㈮苗場山麓ジオパークの再審査結果の
発表がありました。当日は、村長室において関係
者や報道陣が見守る中、ジオパーク再認定の知ら
せが森川村長に伝えられ、歓喜に溢れました。
　今回再認定となったことで、今後４年間は苗場
山麓ジオパークとして活動ができることになり、
更なる発展に期待が寄せられます。
（詳細は10ページ）

～ジオパーク再認定～
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　今年も申告の時期となりました。役場では下表のとおり納税相談を行いますので、村県民税の申告書と必要
書類をご用意のうえ、各相談会場へお越しください。

◆申告に必要な書類（平成30年１月１日から平成30年12月31日までのもの）

①平成31年度分村県民税申告書
②預金通帳（申告者本人名義）とその印鑑
③給与または賃金・年金等のある方は源泉徴収票
④国民年金・厚生年金等の掛金年額のわかる書類
（ハガキの証明書が届いています）
⑤生命保険料・個人年金保険料・損害保険等の証
明書などの書類

⑥医療費支払い領収書
⑦日雇いや出稼ぎのある方は、支払証明等収入金
額のわかる書類

⑧事業所得については、収入額と支出額の照合で
きる書類
⑨障害者等控除を受ける方は、障害者手帳または
障害者控除対象者認定書
⑩税務署から確定申告の封書が送付されている方
はその封書
⑪雑損控除など、損失の繰越額がある方は、昨年
の確定申告書の書類
⑫確定申告（納付、還付）される場合、マイナン
バーカードの写、又は通知カードと運転免許証
などの写

相談日 会　　場 時　　間 対　象　地　区

２月18日㈪ 志久見公民館 午後１時～午後４時 雪坪　志久見

２月19日㈫
柳在家公民館 午前10時～正午 柳在家　切欠

長瀬公民館 午後１時～午後４時 長瀬　笹原

２月20日㈬ 北野天満温泉
午前10時～正午 ◎極野　◎中野　◎坪野

午後１時～午後４時 北野　◎当部　天代　◎原向

２月21日㈭ ながの農協
栄出張所

午前10時～午後４時 月岡　◎小滝　◎横倉

２月22日㈮ 午前10時～午後４時 箕作　◎泉平

２月25日㈪ 大久保公民館 午後１時～午後４時 ◎野田沢　大久保　天地

２月26日㈫ 白鳥公民館 午前10時～午後４時 白鳥

２月27日㈬ 平滝公民館 午前10時～午後４時 平滝

２月28日㈭ 秋山郷総合センター
とねんぼ

午後１時～午後５時 ◎屋敷　◎上野原　◎和山　切明

３月１日㈮ 午前９時～午前11時 小赤沢

３月３日㈰ 栄村役場
多目的ホール

午前９時～午後４時 村内全域

３月４日㈪ 午前10時～午後４時 森　塩尻　五宝木

３月５日㈫ 青倉公民館 午後１時～午後４時 青倉

３月８日㈮ 栄村役場
第一会議室

午前10時～午後４時 村内全域

３月11日㈪ 午前10時～午後４時 村内全域

◆日　程　

※地区分けをしてありますが、都合のつかない方や自分で相談に来られる方は、どの会場で申告されても結構です。
※◎印の地区は、シャトルバスを運行しますのでご利用ください。運行表は各対象地区の皆さんあてに配布します。
※３月12日～15日まで栄村で相談会は行いません。信濃中野税務署で申告してください。

【問合せ先】会計税務課　☎0269-87-3111（代表）　☎050-3583-2114（直通）

納税申告相談のお知らせ
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確
定
申
告
の
お
知
ら
せ

医
療
費
控
除
を

 

適
用
さ
れ
る
方
へ

公
的
年
金
等
を

受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

確
定
申
告
不
要
制
度
に
つ
い
て

自
動
車
の
登
録
・
検
査

手
続
き
は
お
早
め
に

　
所
得
税
・
個
人
消
費
税
・
贈
与
税
の

確
定
申
告
会
場
を
次
の
と
お
り
開
設
し

ま
す
。
な
お
、
確
定
申
告
会
場
の
開
設

期
間
前
は
、
相
談
ス
ペ
ー
ス
が
限
ら
れ

て
お
り
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。

◇
会
場
　

　
信
濃
中
野
税
務
署
　
2
階
会
議
室

◇
期
間

　
平
成
31
年
2
月
18
日
〜
3
月
15
日

※
土
日
を
除
き
ま
す
。

◇
時
間

・
受
付
　
午
前
8
時
30
分
か
ら

・
相
談
　
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時

※
申
告
書
の
作
成
に
は
時
間
を
要
し

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　　
な
お
、
内
容
が
複
雑
な
場
合
は
、
午

後
3
時
頃
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

相
談
が
午
後
5
時
を
過
ぎ
る
場
合
に

は
、
再
度
お
越
し
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※
確
定
申
告
会
場
は
大
変
混
雑
す
る
た

め
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合

や
受
付
を
早
め
に
締
め
切
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

◇
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
ご
利
用
い

た
だ
く
と
自
宅
等
で
確
定
申
告
書
が

作
成
で
き
ま
す
の
で
、
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ

で
送
信
・
書
面
で
印
刷
し
て
送
付
の

の
い
ず
れ
か
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

◇
「
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
の
届
出

完
了
通
知
」
を
お
持
ち
の
方
は
、
平

成
31
年
1
月
か
ら
、「
確
定
申
告
書

作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
確
定
申
告
書
を

作
成
す
る
際
、
I
D
と
パ
ス
ワ
ー
ド

を
入
力
す
れ
ば
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

の
操
作
や
確
定
申
告
に
関
す
る
ご
質

問
、
ご
相
談
は
、
ま
ず
は
国
税
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
検
索
・
電
話
に
て
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
確
定
申
告
な
ど
に
関
す
る
問
合
せ
】

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告

特
集
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
・

　
作
成
コ
ー
ナ
ー
の
操
作
な
ど
の

　
　
　
　
問
合
せ
（
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
）】

　
☎
０
５
７
０
―

０
１
―

５
９
０
１

◇
受
付
　
月
曜
〜
金
曜（
祝
日
等
除
く
）

　
平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、
医

療
費
控
除
は
領
収
書
の
提
出
が
不
要
と

な
り
、
代
わ
り
に
「
医
療
費
控
除
の
明

細
書
」の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
税
務
署
か
ら
記
載
内
容
の
確

認
を
求
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

領
収
書
は
5
年
間
保
存
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

※
平
成
31
年
分
の
確
定
申
告
ま
で
は
、

従
来
ど
お
り
領
収
書
の
添
付
又
は
提

示
に
よ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計
額

が
4
0
0
万
円
以
下
で
あ
り
、
か
つ
公

的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得

金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る
と
き
は
、

所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
い
場

合
で
あ
っ
て
も
、
住
民
税
の
申
告
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
場

合
や
確
定
申
告
書
の
提
出
が
要
件
と
な

っ
て
い
る
控
除
（
例
え
ば
、
純
損
失
や

雑
損
失
の
繰
越
控
除
な
ど
）
の
適
用
を

受
け
る
場
合
に
は
、
確
定
申
告
書
の
提

出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
27
年
分
以
後
は
、
外
国

の
制
度
に
基
づ
き
国
外
に
お
い
て
支
払

わ
れ
る
年
金
な
ど
源
泉
徴
収
の
対
象
と

な
ら
な
い
公
的
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
は
、
こ
の
制
度
は
適
用
さ
れ
ま

せ
ん
。

　
毎
年
、
3
月
下
旬
は
自
動
車
の
検

査
・
登
録
申
請
が
多
く
、
窓
口
が
大
変

混
み
合
い
ま
す
。
車
検
の
手
続
は
、
1

ヵ
月
前
か
ら
受
験
で
き
ま
す
の
で
、
な

る
べ
く
2
月
中
に
、
廃
車
・
名
義
変
更

等
の
手
続
は
、
3
月
中
旬
ま
で
に
申
請

さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　
長
野
運
輸
支
局

　（
登
録
の
場
合
）

　
☎
０
５
０
―

５
５
４
０
―

２
０
４
２

　（
検
査
の
場
合
）

　
☎
０
２
６
―

２
４
３
―

５
５
２
５
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村
内
４
つ
の
温
泉
宿
泊

施
設
の
指
定
管
理
者
を

公
募
し
ま
す

人
権
擁
護
委
員

 

上
倉
章
夫
氏
再
任

教
育
委
員
に

 

渡
辺
要
範
氏
再
任

長
野
県
県
民
文
化
会
館

主
催
事
業

正
し
い
操
作
で
、

 

安
全
除
雪
！

  

現
在
、
一
般
財
団
法
人
栄
村
振
興
公

社
が
指
定
管
理
を
受
け
て
い
る
「
雄
川

閣
」「
の
よ
さ
の
里
」「
ト
マ
ト
の
国
」「
北

野
天
満
温
泉
」
の
4
つ
の
温
泉
宿
泊
施

設
に
つ
い
て
、
3
月
末
日
で
指
定
管
理

期
間
が
満
了
と
な
っ
て
お
り
、
同
法
人

理
事
長
か
ら
12
月
27
日
付
で
、
栄
村
長

宛
て
に
同
法
人
を
経
営
不
振
に
よ
り
、

3
月
31
日
付
を
も
っ
て
解
散
す
る
決
定

が
な
さ
れ
、
定
款
変
更
等
の
手
続
き
が

承
認
さ
れ
た
旨
、
報
告
通
知
が
あ
り
ま

し
た
。

　
つ
い
て
は
、
公
社
の
解
散
に
伴
い
、

村
内
4
つ
の
温
泉
宿
泊
施
設
の
新
た
な

指
定
管
理
者
の
公
募
を
し
ま
す
。
公
募

の
期
間
は
2
月
18
日
ま
で
と
し
、
1
施

設
か
ら
で
も
応
募
が
で
き
ま
す
。
選
定

の
結
果
は
同
28
日
に
候
補
者
の
公
表
を

す
る
予
定
で
す
。
各
4
施
設
の
募
集
要

項
や
申
請
書
類
等
は
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
公
表
し
て
い
ま
す
の
で
詳
し
く

は
そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　
商
工
観
光
課
　
観
光
係

　
☎
０
２
６
９
―

８
７
―

３
３
５
５

　
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
2
期
6
年
間

ご
尽
力
い
た
だ
い
た
上
倉
章
夫
さ
ん

で
す
が
、
引
き
続
き
3
期
目
の
人
権
擁

護
委
員
に
就
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。
任

期
は
平
成
31
年
1
月
1
日
か
ら
3
年
間

で
す
。

　
当
村
の
人
権
擁
護
委
員
は
島
田
た
つ

子
さ
ん
と
2
名
で
、
広
く
人
権
の
擁
護

に
努
め
ま
す
。

　
人
権
問
題
で
お
困
り
事
が
あ
り
ま
し

た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
近
年
問
題
と
な
っ
て
い
る
女

性
や
子
ど
も
の
人
権
に
つ
い
て
は
、
専

用
の
電
話
相
談
所
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　
み
ん
な
の
人
権
1
1
0
番

　
☎
０
５
７
０
―

０
０
３
―

１
１
０

　
子
ど
も
の
人
権
1
1
0
番

　
☎
０
１
２
０
―

０
０
７
―

１
１
０

　
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
☎
０
５
７
０
―

０
７
０
―

８
１
０

　
長
野
地
方
法
務
局
飯
山
支
局

　
☎
０
２
６
９
―

６
２
―

２
３
０
２

　
村
長
は
、
12
月
定
例
議
会
で
議
会
の

同
意
を
得
た
う
え
で
、
渡
辺
要
範
氏

（
横
倉
）
を
再
任
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
平
成
31
年
1
月
5
日
か
ら

4
年
間

で
す
。

　
左
記
の
と
お
り
催
し
物
を
開
催
し

ま
す
。

◇
催
物
名
　
長
野
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

　
　
　
　
　
弦
樂
団
演
奏
会

◇
日
　
時
　
平
成
31
年
2
月
11
日

　
　
　
　
　
14
時
開
演（
13
時
半
開
場
）

◇
会
　
場
　
ホ
ク
ト
文
化
ホ
ー
ル

◇
入
場
料
　
一
　
般
：
1
，
5
0
0
円

　
　
　
　
　 
高
校
生
以
下
：
5
0
0
円

【
問
合
せ
先
】

　
ホ
ク
ト
文
化
ホ
ー
ル

　
☎
０
２
６
―

２
２
６
―

０
０
０
８

　
毎
年
、
雪
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
除

雪
機
に
よ
る
事
故
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
除
雪
機
を
使
う
際
に
は
、
使
用
者

の
責
任
に
お
い
て
、
正
し
く
、
安
全
に

作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

⑴
安
全
装
置
を
正
し
く
装
備
し
、
安
全

に
作
業
を
行
う
。

⑵
除
雪
機
を
使
用
す
る
場
合
は
、
周
囲

に
人
が
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
人

を
絶
対
に
近
づ
け
さ
せ
な
い
。ま
た
、

不
意
に
人
が
近
づ
い
た
場
合
に
は
除

雪
機
を
直
ち
に
停
止
で
き
る
よ
う
な

状
態
で
除
雪
を
行
う
。

⑶
投
雪
口
に
詰
ま
っ
た
雪
を
取
り
除
く

際
に
は
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
、

オ
ー
ガ
や
ブ
ロ
ア
の
回
転
が
停
止
し

た
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
雪
か
き
棒

を
使
用
し
て
雪
を
取
り
除
く
。

⑷
除
雪
機
を
使
用
す
る
際
、
特
に
後
進

時
は
足
元
や
周
囲
の
障
害
物
に
注
意

を
払
い
、
無
理
の
な
い
速
度
で
使
用

す
る
。

　
除
雪
機
が
一
般
家
庭
に
普
及
し
て
き

て
、使
用
す
る
頻
度
も
増
え
て
い
ま
す
。

除
雪
作
業
中
の
事
故
防
止
に
努
め
て
く

だ
さ
い
。

▲再任された
　渡辺教育委員
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ア
ル
コ
ー
ル
へ
の
依
存
で

困
っ
て
い
る
方
へ

〜
回
復
に
向
け
た
、最
初
の
一
歩
〜

第
３
回
福
祉
の

職
場
説
明
会・就
職
面
接
会

「
長
野
県
シ
ニ
ア
大
学

北
信
学
部
」
学
生
募

集
に
つ
い
て

　
お
酒
は
『
百
薬
の
長
』
と
も
『
万
病

の
も
と
』
と
も
言
わ
れ
、
私
た
ち
の
生

活
に
豊
か
さ
と
潤
い
を
与
え
て
く
れ
る

一
方
で
、
体
や
心
の
健
康
障
害
の
原
因

に
な
り
ま
す
。
飲
ま
な
い
方
が
い
い
と

思
っ
て
い
る
の
に
飲
ん
で
し
ま
う
等
、

お
酒
の
飲
み
方
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
を
『
ア

ル
コ
ー
ル
依
存
症
』
と
言
い
ま
す
。

　
お
酒
の
問
題
に
悩
む
方
、
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
か
も
し
れ
な
い
と
感
じ
て
い

る
方
、
家
族
等
で
お
酒
の
こ
と
で
悩
ん

で
い
る
方
…
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
は

『
回
復
で
き
る
病
気
』
で
す
。
回
復
へ

の
最
初
の
一
歩
を
踏
み
出
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

◇
日
　
時
　
平
成
31
年
3
月
4
日

　
　
　
　
　
13
時
半
〜
16
時
半

◇
場
　
所
　
飯
山
庁
舎
3
階
3
0
0
号
室

　
　
　
　
　（
飯
山
市
静
間
1
3
4
0
―

1
）

◇
内
　
容
　
講
演
・
体
験
談
発
表
、
断

　
　
　
　
　
酒
会
紹
介
・
個
別
相
談

◇
対
　
象
　
ア
ル
コ
ー
ル
の
問
題
に
悩

　
　
　
　
　
む
方
、
家
族
、
及
び
支
援

　
　
　
　
　
関
係
者

◇
参
加
費
　
無
料

　
北
信
地
区
中
心
に
50
社
前
後
の
求
人

事
業
所
が
参
加
し
、
施
設
や
仕
事
等
の

説
明
や
面
接
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
福
祉

を
学
ん
で
い
る
方
や
福
祉
の
職
場
に
関

心
の
あ
る
方
、
ま
た
福
祉
の
職
場
へ
就

職
を
希
望
し
て
い
る
方
々
は
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

◇
日
　
時
　
平
成
31
年
3
月
8
日

◇
会
　
場
　
メ
ル
パ
ル
ク
長
野

※
参
加
費
無
料
　
申
込
不
要
　
履
歴
書

　
不
要
　
服
装
自
由

【
問
合
せ
先
】

　
長
野
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
２
６
―

２
２
６
―

７
３
３
０

　
詳
し
く
は
長
野
労
働
局
H
P
又
は
長

野
県
社
会
福
祉
協
議
会
H
P
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
長
野
県
シ
ニ
ア
大
学
で
は
、
シ
ニ
ア

世
代
の
多
様
な
生
き
方
、
価
値
観
、
地

域
性
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
学
習
を
通

し
て
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
、
地

域
に
関
わ
る
こ
と
の
で
き
る
人
材
の
育

成
を
目
指
し
て
お
り
、
29
年
度
か
ら
は

従
来
の
コ
ー
ス
（
一
般
コ
ー
ス
）
に
加

え
、
長
野
学
部
に
専
門
コ
ー
ス
を
新
設

し
ま
し
た
。

　
つ
い
て
は
左
記
の
と
お
り
学
生
を
募

集
し
ま
す
。

《
一
般
コ
ー
ス
》

◇
目
　
　
的
　
生
き
が
い
づ
く
り
・
仲

間
づ
く
り
・
社
会
参
加

の
き
っ
か
け
等

◇
募
集
人
員
　
北
信
学
部
60
人

◇
学
習
期
間
　
2
年
　
60
時
間
／
年

◇
学
習
内
容
　
地
域
活
動
を
行
う
た
め

の
幅
広
い
分
野
の
学

習
・
実
践

◇
授
業
料
　
年
額
1
0
，
0
0
0
円

※
こ
の
他
に
教
材
費
や
自
治
会
費
等
の

　
費
用
が
必
要
で
す
。

◇
募
集
案
内
・
願
書

　
シ
ニ
ア
大
学
本
部
・
各
学
部
・
市
役

　
所
・
町
村
役
場

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

　
長
野
県
　
保
健
福
祉
事
務
所

　
健
康
づ
く
り
支
援
課

　
☎
０
２
６
９
―

６
２
―

６
１
０
４

※
2
月
25
日
ま
で
に
右
記
へ
電
話
で
お  

　
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
提
出
先
　
栄
村
役
場
等

◇
入
学
決
定
　
3
月
下
旬
に
各
学
部
か

　
　
　
　
　
　
ら
通
知
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　
長
野
県
シ
ニ
ア
大
学
本
部
・
各
学
部

　H
P

：http://w
w
w
.nicesenior.or.jp/

《
専
門
コ
ー
ス
》

◇
目
　
　
的
　
地
域
課
題
を
的
確
に
捉

え
、
そ
れ
を
解
決
す
る

専
門
的
な
ス
キ
ル
を
持

っ
た
リ
ー
ダ
ー
や
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
的
な
人
材

の
養
成
を
目
指
し
ま
す

◇
募
集
人
員
　
30
人

◇
学
習
期
間
　
1
年
　
35
時
間
／
年

◇
学
習
内
容
　
ゼ
ミ
方
式
に
よ
り
、
活

動
計
画
を
立
て
地
域
に

出
向
き
な
が
ら
実
践
を

通
じ
て
学
び
ま
す

◇
授
業
料
　
年
額
2
6
，
0
0
0
円

※
他
に
自
主
活
動
に
要
す
る
経
費
が
必

　
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

◇
募
集
案
内
・
願
書

　
シ
ニ
ア
大
学
本
部
・
各
学
部

※
郵
送
を
ご
希
望
の
方
は
本
部
へ
ご
連

　
絡
く
だ
さ
い
。

◇
提
出
先
　
シ
ニ
ア
大
学
本
部
等

【
問
合
せ
先
】

　
長
野
県
シ
ニ
ア
大
学
本
部

　
☎
０
２
６
―

２
２
６
―

３
７
４
１
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元
気
ア
ッ
プ
教
室
の

開
催
に
つ
い
て

二
年
目
の 

　
　
　
　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

栄

村

　
ま
だ
ま
だ
体
力
に
自
信
の
あ
る
男
性

や
健
康
を
維
持
し
た
い
女
性
な
ど
、
若

い
時
か
ら
の
健
康
づ
く
り
が
介
護
予
防

に
つ
な
が
り
ま
す
。
元
気
ア
ッ
プ
教
室

で
は
、
健
康
な
体
作
り
の
た
め
に
、
日

頃
か
ら
運
動
を
楽
し
む
方
を
増
や
す
こ

と
を
目
的
に
、
村
内
の
い
ろ
い
ろ
な

場
所
で
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み

ま
す
。

◇
日
　
時
　
2
月
23
日
　
9
時
〜

　
　
　
　
　
役
場
集
合

◇
対
象
者
　
概
ね
65
歳
以
上
の
方

　
　
　
　
　（
64
歳
以
下
の
方
も
大
歓
迎
）

　
　
　
　
　
先
着
10
名

◇
参
加
費
　
3
0
0
円

◇
行
　
先
　
菅
沢
周
辺

◇
今
回
の
歩
き
方

　
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
道
な
き
道
を
踏
み
し
め
て
、
ゆ
っ
く

　
り
の
ん
び
り
歩
き
ま
す
。

※
ご
協
力
　
7
・
85
フ
ッ
ト
パ
ス
／

　
㈱
信
州
ア
ウ
ト
ド
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

　
健
康
支
援
課
　
介
護
支
援
係

　（
栄
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）　

　
☎
０
２
６
９
―

８
７
―

３
３
０
１

　
平
成
29
年
4
月
に
栄
小
・
中
学
校
に

栄
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
が
発
足

し
、
今
年
度
2
年
目
の
活
動
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　
小
学
校
で
は
昨
年
か
ら
引
き
続
き
、

ほ
と
ん
ど
の
学
年
で
様
々
な
活
動
の
中

で
地
域
の
講
師
の
方
に
お
世
話
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
事
前
の
打
ち
合
わ
せ
か

ら
当
日
の
授
業
ま
で
、
児
童
の
学
び
を

考
え
た
授
業
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
中
学
校
で
は
新
た
に
『
さ
か
え
ふ
る

さ
と
塾
』
と
い
う
地
域
学
習
が
ス
タ
ー

ト
し
、
公
民
館
を
中
心
に
地
域
の
方
々

に
お
世
話
に
な
り
学
習
を
進
め
て
き
ま

し
た
。『
こ
め
こ
な
こ
ね
』『
て
わ
さ
』『
さ

か
え
里
山
探
検
隊
』
の
三
つ
の
講
座
を

開
設
し
た
の
で
す
が
、
地
域
の
講
師
の

皆
様
の
お
か
げ
で
充
実
し
た
学
習
活
動

に
な
り
ま
し
た
。

　
今
ま
で
も
栄
村
で
は
地
域
の
皆
様
に

支
援
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
教
育
活
動

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
よ
り

多
く
の
皆
様
に
関
わ
っ
て

い
た
だ
き
、
支
援
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
成

長
の
た
め
、
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
さ
か
え
ふ
る
さ
と
塾
の
「
こ
め
こ
な

こ
ね
講
座
」
で
は
、
栄
村
の
郷
土
料
理

の
一
つ
で
あ
る
、
み
み
だ
ん
ご
を
学
習

し
ま
し
た
。
地
域
の
方
に
伝
統
的
な
作

り
方
を
学
び
な
が
ら
自
分
な
り
の
ア
レ

ン
ジ
を
加
え
、
甘
い
味
や
カ
ラ
フ
ル
な

見
た
目
を
し
た
も
の
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
が

個
性
的
な
み
み
だ
ん
ご
を
完
成
さ
せ
ま

し
た
。「
ま
だ
ま
だ
試
作
を
重
ね
た
い
」

「
他
の
郷
土
料
理
も
開
発
し
た
い
」
な

ど
と
思
い
を
語
り
、
栄
村
の
食
文
化
に

関
心
を
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
栄
小
学
校
で
は
、
毎
年
３
、４
年
生

が
横
倉
の
「
睦
会
」
の
皆
さ
ん
と
そ
ば

の
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、

７
月
20
日
に
睦
会
の
皆
さ
ん
と
種
ま
き

を
し
、
９
月
28
日
に
刈
り
取
り
を
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
子
ど
も
た
ち
は
脱
穀

を
し
、
唐
箕
を
使
っ
て
選
別
を
し
ま
し

た
。
12
月
18
日
は
そ
ば
打
ち
で
し
た
。

栄
村
独
自
の
お
や
ま
ぼ
く
ち
と
ふ
の
り

を
入
れ
た
そ
ば
打
ち
を
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
初
め
て
打
つ
子
ど
も
た
ち

も
い
ま
し
た
が
楽
し
く
打
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
最
後
に
全
員
で
お
い
し
く

お
そ
ば
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▲自分なりにアレンジを加えながら作りました

▲はじめてそばを打ちました
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平成30年 栄村消防団　活動報告
　栄村消防団は、「地域の安心安全は自分たちで守る！」という強い自覚を持ち、日々活動・訓練を行っ
ています。平成30年の活動の一部をご報告します。

４月29日　栄村消防団観閲式

6月24日　栄村ポンプ操法大会　　７月8日　北信ポンプ操法大会

　団員の旺盛な消防精神と厳正な規律を養うことを目的とし、栄村消防団観閲式を開催しました。
　多くのご来賓の方々や村民の皆さんに、行進や部隊行動、ポンプ操法など日々の訓練の成果をご覧い
ただきました。

　ホースやポンプ等の資器材を使用し、迅速な消火活動を行う
ことを目的として、５月中旬からポンプ操法訓練を行ってきま
した。
　栄村ポンプ操法大会では第一分団豊栄部、第二分団中央部、
第三分団秋山部がその技術を競いました。各部とも渾身の操法
を披露し、優勝した第二分団中央部が上位大会である北信ポン
プ操法大会に出場しました。
　北信大会には、中央部のほか北信管内の各消防団から選抜さ
れた計９チームが出場しました。
　この大会でも中央部の選手たちは素晴らしい操法を披露し、
特に操法開始から放水して火点を倒すまでのスピードは全チー
ム中最速であり、長きにわたる厳しい訓練の成果を十二分に発
揮しました。
　結果、総合第３位という優秀な成績を残しました。

栄
村
ポ
ン
プ
操
法
大
会

北
信
大
会
後
の
中
央
部
の
皆
さ
ん

５月25日　地震対応
　村内で最大震度５強を観測した地震では、消防団は迅速に住民安否と被害状況の確認を行いました。
　切欠地区では、一部住民が翌日朝まで公民館に自主避難したことから、消防団は盗難や不審者侵入を
防ぐため、夜を徹して集落内の警戒にあたりました。

その他の消防団活動
・火災予防週間
　４月と11月に、消防車両による村内パレードを行い、火災予防の広報活動を実施しました。
・栄村総合防災訓練（11月４日）
　東部地区で行われた栄村総合防災訓練において、第三分団志久見部・長瀬部の消防団員が、区長と連
携した避難誘導と安否確認の訓練を行いました。

・歳末警戒
　年末は火災発生の危険性が高まることから、村民の防火意識の高揚を図ることを目的に、12月28日か
ら30日までの３日間、夜間の地区内巡回を実施しました。
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18
〜‘
19
シ
ー
ズ
ン
オ
ー
プ
ン

　

年
末
は
吹
雪
模
様
の
お
天
気
が
続
き

ま
し
た
が
、
２
０
１
９
年
の
元
旦
は
気

持
ち
の
良
い
青
空
が
広
が
り
ま
し
た
。

  

ス
キ
ー
場
で
は
新
年
を
お
祝
い
す
る

元
旦
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
新
春
も
ち

つ
き
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
は
県
内
外
か
ら
お
越
し

い
た
だ
い
た
お
客
様
に
も
参
加
し
て
も

ら
い
、
掛
け
声
と
と
も
に
杵
を
振
る
っ

て
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
月
20
日
㈰
は
ス
キ
ー
子
ど

も
の
日
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
雪
上
宝
探
し

【
問
合
せ
先
】

　

さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場

　

商
工
観
光
課　

企
業
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
３
５
５

▲スキー場に来場された皆さんでもちつき

２・３月のイベント

◦２月９日㈯
　バレンタインチョコつかみどり

◦２月17日㈰
　スキーこどもの日宝探し大会②

◦２月24日㈰　レストラン村民感謝デー

◦３月16日㈯　さかえ雪ん子まつり

◦３月25日㈪～ 28日㈭　さよなら感謝デー

さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場
情
報

大
会
を
行
い
、
ゲ
レ
ン
デ
に
子
ど
も
た

ち
の
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

１
月
14
日
時
点
で
の
ス
キ
ー
場
来
場

者
数
、
売
上
の
前
年
対
比
は
別
表
の
と

お
り
で
す
。

　

２
月
も
村
民
皆
様
の
ご
利
用
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

さかえ倶楽部スキー場入込、売上状況の前年比較
（１月14日時点）

●入込人数

●売上金額（円）

平成29年度 平成30年度 前年比

5,030人 5,473人 108.8%

収入内容 平成29年度 平成30年度 前年比

リ フ ト 6,193,308 5,932,600 95.8%

レ ン タ ル 1,312,600 1,639,600 124.9%

レ ス ト ラ ン 2,584,972 2,595,140 100.4%

そ の 他 1,346,910 439,698 32.6%

合 計 11,437,790 10,607,038 92.7%
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次
に
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
が
始
ま
り
、
子

ど
も
が
番
号
を
読
み
上
げ
ビ
ン
ゴ
に

な
っ
た
方
か
ら
順
に
景
品
を
も
ら
っ

て
い
ま
し
た
。道
祖
神
の
最
後
は「
み

か
ん
撒
き
」
を
行
い
ま
し
た
。
み
か

ん
撒
き
も
子
ど
も
た
ち
が
行
い
、
皆

か
ら
「
こ
っ
ち
に
投
げ
て
～
！
」
や

「
こ
こ
！
」
な
ど
あ
ち
こ
ち
か
ら
声

が
か
か
り
、
子
ど
も
た
ち
も
一
生
懸

命
で
し
た
。
参
加
し
て
お
手
伝
い
し

た
子
ど
も
た
ち
は
、
お
賽
銭
で
集
ま

っ
た
お
金
を
頑
張
っ
た
ご
褒
美
と
し

て
分
け
て
も
ら
い
、
皆
が
嬉
し
そ
う

な
顔
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
会
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で

し
た
。 

（
取
材
：
特
命
対
策
課
）

　

青
倉
地
区
の
道
祖
神

　

１
月
13
日
㈰
に
青
倉
地
区
で
は
道

祖
神
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

青
倉
で
は
「
道
祖
神
」
を
作
る
時

に
使
う
藁
を
前
日
の
朝
、
子
ど
も
会

（
小
学
生
か
ら
中
学
生
の
子
ど
も
た

ち
）
が
中
心
と
な
っ
て
１
軒
ず
つ
歩

い
て
回
っ
て
集
め
ま
し
た
。

　

そ
の
藁
を
保
護
者
が
軽
ト
ラ
で
運

び
、
地
区
の
人
た
ち
が
協
力
し
て
作

り
ま
し
た
。

　

当
日
、
子
ど
も
た
ち
が
「
ほ
ら

貝
」
を
吹
き
道
祖
神
が
始
ま
る
合
図

を
鳴
ら
し
、
公
民
館
の
役
員
が
「
無

病
息
災
」
を
願
い
点
火
を
し
、
そ
の

後
書
き
初
め
を
燃
や
し
ま
し
た
。
書

き
初
め
を
炎

に
近
づ
け
た

途
端
、
空
高

く
舞
い
上
が

り
、
参
加
し

て
い
た
皆
か

ら
歓
声
が
上

が
っ
て
い
ま

し
た
。
炎
が

落
ち
着
く
と

▲道祖神を盛り上げてくれた
子ども会のみなさん

　

栄
村
史
の
執
筆
を
お
願
い
し
て
い
る

方
は
総
勢
32
名
で
す
。
そ
れ
は
担
当
分

野
か
ら
、
歴
史
第
１
（
原
始
～
近
世
）・

歴
史
第
２
（
近
代
～
現
代
）・
民
俗
・

自
然
の
４
部
会
に
所
属
し
、
個
々
に
、

部
会
ご
と
に
調
査
・
研
究
や
執
筆
内
容

に
関
す
る
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
12
月
、
民
俗
部
会
で
は
、
長
瀬

公
民
館
で
地
域
住
民
３
名
か
ら
聞
き
取

り
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
深
雪
の
中
で

の
衣
・
食
・
住
、
そ
れ
に
関
わ
る
民
具

の
製
作
や
年
中
行
事
等
、
生
活
に
密
着

し
た
「
生
」
の
声
を
聞
く
貴
重
な
機
会

❖❖
村
史
編
纂
室
か
ら
�
❖❖

▲長瀬地区で聞き取り調査

民
俗
部
会

聞
き
取
り
調
査
実
施

に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
部
会
員
４
名
で
目
次
や
見

出
し
、
執
筆
内
容
の
協
議
を
行
い
ま
し

た
。

　

民
俗
の
主
タ
イ
ト
ル
は
「
絆
の
あ
る

暮
ら
し
」
で
す
。
厳
し
い
自
然
と
向
き

合
い
な
が
ら
動
植
物
を
巧
み
に
生
活
に

取
り
入
れ
る
知
恵
と
技
術
を
持
ち
、
年

中
行
事
や
人
生
儀
礼
を
通
じ
て
絆
を
深

め
心
穏
や
か
に
暮
ら
し
て
き
た
、
ご
く

普
通
の
人
々
の
生
活
を
紙
面
に
著
わ
す

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

志
久
見
の
郷
土
史
家
石
澤
三
郎
氏
が

自
身
の
研
究
で
収
集
し
、
教
育
委
員
会

に
寄
贈
さ
れ
た
資
料
は
、こ
の
た
び「
仮

目
録
」
と
し
て
２
０
０
項
目
余
に
整
理

が
で
き
ま
し
た
。

　

氏
は
、古
代
史
、中
世
史
が
得
意
で
郷

土
の
歴
史
を
愛
す
る
栄
村
で
は
数
少
な

い
研
究
家
で
し
た
。
村
史
歴
史
編
執
筆

者
に
と
っ
て
貴
重
な
資
料
と
な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

栄
村
史
編
纂
室

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
８

〜
お
ら
と
こ
の
自
慢
〜

石
澤
三
郎

旧
蔵
資
料
仮
目
録
完
成
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秋

通

山

隊
力

信

協

Vol.44

　

年
明
け
に
こ
の
文
章
を
書
い
て
い
ま
す
の

で
、
皆
様
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
あ
っ
と
い
う
間
に
年
も
明
け
い
わ

ゆ
る
平
成
最
後
の
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。
新

元
号
は
何
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
ね
？
最
近

は
寒
暖
差
が
激
し
い
の
で
体
調
に
は
十
分
気

を
つ
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
一
月
で
私
が
栄

村
に
来
て
一
年
が
経
ち
ま
し
た
。
そ
こ
で
今

回
は
貴
重
な
体
験
を
心
に
刻
む
た
め
、
こ
の

一
年
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

栄
村
で
の
生
活
は
見
た
こ
と
も
な
い
雪
積

量
と
の
出
会
い
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
転
居

は
年
始
の
後
だ
っ
た
の
で
最
近
に
な
り
降
雪

日
が
続
く
こ
と
の
大
変
さ
を
実
感
で
き
ま
し

た
。
面
倒
く
さ
が
り
の
性
格
も
あ
り
年
末
年

始
は
降
り
が
落
ち
着
い
た
ら
雪
か
き
と
考
え

て
い
た
ら
、
家
の
前
に
は
身
長
な
み
の
雪
丘

が
で
き
て
い
ま
し
た
。
雪
か
き
は
マ
メ
に
行

う
大
切
さ
を
周
囲
と
自
然
に
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
た
だ
秋
山
の
雪
の
柔
ら
か
さ
に

は
か
な
り
感
動
し
ま
し
た
。
積
も
っ
て
い
る

雪
の
ほ
と
ん
ど
が
サ
ラ
サ
ラ
に
流
れ
る
の
は

限
ら
れ
た
場
所
、
時
間
だ
け
な
の
だ
と
。
た

だ
一
度
に
積
め
る
体
積
が
小
さ
く
な
る
の
で

退
け
る
の
は
大
変
で
し
た
。
そ
し
て
再
び
の

冬
に
な
り
再
認
識
し
た
の
が
交
通
の
大
変
さ

で
す
。
秋
山
で
は
国
道
一
本
に
な
り
、
除
雪

状
況
、
凍
結
状
況
で
は
慣
れ
て
い
る
人
で
も

運
転
は
大
変
で
す
。
時
折
外
部
か
ら
冬
の
秋

山
の
観
光
に
来
ら
れ
ま
す
が
、
あ
り
が
た
い

と
同
時
に
も
し
も
の
事
故
を
想
像
し
て
し
ま

い
複
雑
で
す
。
栄
村
に
来
た
当
初
は
全
季
節

対
応
の
観
光
な
ど
を
夢
想
し
て
い
ま
し
た
が

観
光
と
は
安
心
・
安
全
の
下
に
あ
る
べ
き
と

考
え
直
し
て
い
ま
す
。

　

雪
解
け
か
ら
秋
ま
で
は
雑
草
の
生
命
力
と

作
物
を
狙
う
獣
達
に
四
苦
八
苦
し
て
い
た
よ

う
に
感
じ
ま
す
。同
地
域
内
で
ネ
ッ
ト
張
り
、

獣
避
け
に
有
効
と
い
わ
れ
る
各
種
準
備
を
し

っ
か
り
行
い
、
い
か
に
獣
に
狙
っ
て
も
無
駄

と
思
わ
せ
る
か
が
大
切
と
教
わ
り
ま
し
た
。

と
は
い
え
設
置
へ
の
労
力
、
費
用
を
考
え
る

と
な
か
な
か
設
置
に
踏
み
切
れ
ま
せ
ん
。
今

年
は
色
々
と
聞
く
各
鳥
獣
対
策
の
方
法
の
実

証
実
験
を
試
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
簡
単
か
つ
有
効
な
方
法
を
見
つ
け
た
い

で
す
。

　

秋
は
収
穫
と
紅
葉
の
季
節
。
他
の
季
節
と

ま
っ
た
く
違
う
来
訪
、
観
光
客
の
数
に
驚
き

ま
し
た
。
同
時
に
観
光
地
と
し
て
彼
ら
に
い

か
に
満
足
、
充
実
感
を
提
供
で
き
る
か
考
え

続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
難
し
さ
を

体
感
し
ま
し
た
。
収
穫
で
は
こ
こ
ま
で
の
自

分
の
手
間
暇
、
愛
情
が
如
実
に
量
と
質
で
分

か
っ
て
し
ま
い
喜
び
半
分
、
後
悔
半
分
と
苦

い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
あ
る
意
味
、
自

然
を
強
く
感
じ
た
季
節
で
す
。

　

今
年
の
自
分
の
テ
ー
マ
は
拡
充
の
年
。
こ

こ
で
生
き
て
い
く
た
め
、
周
囲
に
役
立
て
る

た
め
の
技
能
、
資
格
、
物
を
充
実
さ
せ
て
い

く
こ
と
を
基
礎
に
置
く
つ
も
り
で
す
。
そ
の

う
え
で
協
力
隊
、
外
か
ら
来
た
者
だ
か
ら
こ

そ
で
き
る
、
考
え
ら
れ
る
も
の
を
探
し
、
地

域
、
村
の
た
め
の
力
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

 

（
地
域
お
こ
し
協
力
隊　

石
川
泰
正
）

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
通
信

　

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
は
1
月
18
日
付

け
、
再
認
定
と
な
り
ま
し
た
！

　

ひ
と
え
に
、住
民
の
皆
様
の
お
か
げ
で
す
。

こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
再
認
定
と
な
っ
た
理
由
で
す
が
、

再
認
定
当
日
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
よ

り
、
簡
易
的
に
報
告
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
下
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
「
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
日
本
ジ
オ

パ
ー
ク
と
し
て
の
最
初
の
４
年
間
で
大
き
な

成
長
を
遂
げ
て
い
る
。
中
で
も
教
育
に
よ
る

地
域
社
会
へ
の
波
及
効
果
が
認
め
ら
れ
、
そ

の
成
果
を
幅
広
い
世
代
で
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
民
間
事
業
所
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
が
遺
産
の
保
全
や
新
し
い
ジ
オ
ツ
ア
ー
・

商
品
開
発
を
行
う
よ
う
に
な
り
、
徐
々
に
で

は
あ
る
が
確
実
に
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
ジ
オ

パ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
以
上
の
こ

と
か
ら
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
と
し
て
再
認
定
す

る
。」

　

原
本
を
見
た
い
方
は
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委

員
会
Ｈ
Ｐ
（http://jgc.geopark.jp/

）
に

ア
ク
セ
ス
く
だ
さ
い
。

　

教
育
と
、
住
民
の
皆
様
の
力
に
よ
る
活
動

が
高
く
評
価
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　

今
後
、
今
回
の
再
審
査
の
詳
細
な
報
告
が

な
さ
れ
る
予
定
で
す
。
報
告
を
勘
案
し
な
が

ら
、
よ
り
発
展
し
た
活
動
を
こ
れ
か
ら
も
共

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
！

　

引
き
続
き
、
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
に
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
（
文
責　

越
智
）

ジ
オ
パ
ー
ク
お
宝
巡
り
の
お
知
ら
せ

【
日
時
・
内
容
】

　

２
月
15
日
㈮　

18
時
30
分
～
20
時

　

内
容
は
座
学
で
来
年
度
お
宝
め
ぐ
り
の
概

要
と
、
今
年
度
の
ガ
イ
ド
認
定
検
定
の
傾
向

と
対
策
を
お
話
し
す
る
予
定
で
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

【
場
　
所
】
津
南
町
総
合
セ
ン
タ
ー

【
持
ち
物
】
筆
記
用
具

【
申
込
み
・
詳
し
い
問
い
合
わ
せ
】

　

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

　

☎
０
２
５
─

７
６
５
─

１
６
０
０

※
ジ
オ
ガ
イ
ド
養
成
講
座
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

　

ガ
イ
ド
認
定
試
験
の
受
験
を
考
え
て
い
る
方

　

は
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

㊺

平成31年１月18日　栄村役場村長室にて
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　日本人の死因の第１位は「悪性新生物」です。大人も大腸がんが増えてきました。
　便秘状態が続くと、大腸がんになりやすくなります。

よ りだ健保
危険な「室内の寒暖差」

　今年も厳しい冬がやってきました。今回は冬場の事故である「ヒートショック」についてです。
　ヒートショックとは…急激な温度変化や寒暖差により、血圧が大きく変動し、健康に被害が出
ることです。暖かい部屋から寒い場所（お風呂など）に行くときなどが要注意です。

〜室内でも事故は起こります。用心して冬を乗り切りましょう〜

大腸は１日の生活の中で２～３回しか動きません。だからタイミングが大切です。
➡

【大腸が動く条件・便秘にならない条件】
　①胃に食物が入ると大腸が動き出す
　②体を動かすと大腸は動き出す
　③大腸の長さ（腸が長いほど便が出るまでに時間がかかります。）　赤ちゃん３ｍ　３～５回（動く回数）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１歳５～７ｍ　１～２回（ 　〃　 ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大人６～７ｍ　１回　　　（　 〃 　）
　④便の量は食物繊維の量で決まります。野菜をたくさん食べましょう！

１日の食物繊維 １日の野菜の量

１ 歳 児 10ｇ 120ｇ
大　　人 20～50ｇ 300～400ｇ

　ヒートショック予防のためにできること　
・入浴前に脱衣所、風呂場をあらかじめ暖めておく。
・お湯の温度は41度以下、湯に漬かる時間は10分までを目安に。
・湯船に入る前にかけ湯をする。また出るときにゆっくり立ち上がる。
・アルコールが抜けるまで、また、食後すぐの入浴は控える。
　なお、以下に当てはまる方はヒートショックになりやすいです。よりいっそうお気をつけ
ください。
　①65歳以上である。　②高血圧・糖尿病・動脈硬化・不整脈の病気をもっている。
　③肥満気味である。　④熱い風呂が好き。　⑤お酒を飲んでから入浴することがある。

ウンチが毎日出ない子が増えてきています



（12）広 報 さ か え平成31年２月１日

◆子ども宝探し大会（小学
６年生まで参加無料）
　２月中は毎週日曜日開
催。大小さまざまなお菓子
の詰め合わせなどあります。
◆平日プレゼント
　３月20日までの平日に、
リフト１日券以上を定価購
入した方にリフト1,000円
割引券（平日利用限定）をプレゼント！
◆55周年　平日「５」の付く日は、ハッピータイム券
　平日の「５」の付く日の10～15時は、550円引きの
ハッピータイム券でお得にスキーを楽しもう！
◆第10リフト限定１日券（土日祝日限定）
　大人1,800円　シニア1,300円
　初心者向けの第10リフトと動く歩道、ソリコース
800ｍ等をご利用いただけます。お子様やお孫様、初
心者のためのデビューチケットにどうぞ。
問い合わせ：北信州木島平スキー場　☎0269-82-3434

■バレンタインデーチョコレートフォンデュサービス
　２月14日 10：30 ～　日影
■冬の灯明夜まつり ３月２日 19：00～　日影ゲレンデ
■ホワイトデーチョコレートフォンデュサービス
　３月14日 10：30 ～　日影
■はとぐるまカップＧＳＬ大会・ディアヴァイセラウシュ大会
　３月16日～17日　気軽に誰もが参加できるスキー大会
■ナスキーと雪上運動会！　３月24日（要事前申込み）
■春山まつり　３月30日　
■ニューモデルスキー試乗会
　４月12日～14日　やまびこゲレンデ
■春だ！山菜天ぷらサービス
　５月５日　長坂ゴンドラ乗場

　詳しくは、野沢温泉
スキー場のホームペー
ジをご覧ください。
〈問い合わせ〉
㈱野沢温泉
☎0269-85-3166

とってもお得に！もっと楽しく！
ファミリー向け
北信州木島平スキー場 イベント情報

野沢温泉スキー場　　　
　イベント情報　Part 2

　芦ヶ崎小学校５・６年生は、「地域を盛り上げてみ
んなを笑顔にする活動」をテーマに総合学習を行って
います。その学習の一環として、地域の温泉を残して
いきたいと積極的にＰＲ活動を行っており、桑原町長
にも直接活動の様子を披露しました。桑原町長は、「自
分たちでやろう！という活動が素晴らしい！とてもあ
りがたい」と感謝の気持ちを伝えました。

　日本の童謡・唱歌をはじ
め世界の古き良き歌の数々
を、テレビやコンサートで
活躍中の山田姉妹の歌声で
披露するコンサートです。

「ふるさと」「朧月夜」「翼
をください」など誰もが知
る名曲を、美しいハーモニ

ーでお届けします。いま話題の双子ソプラノデュオ山
田姉妹が歌う懐かしいメロディーをお楽しみください。
日　時：平成31年３月17日㈰　14：00（開場13：30）
会　場：飯山市文化交流館なちゅら　大ホール
料　金：〈全席指定〉
　　　　※未就学児は保護者一人につき一人までひざ
　　　　　上鑑賞無料。ただし、席が必要な場合は小
　　　　　学生料金が必要です。
　　　　一般・中高生2,500円、小学生1,500円
問い合わせ：飯山市文化交流館なちゅら
　　　　　　（☎0269-67-0311）　火曜日休館

芦ヶ崎地域の魅力発信！ 山田姉妹 ソプラノデュオ
～歌の花束コンサート～

飯 山 市津 南 町

野沢温泉村木島平村

岳北地域＆津南情報コーナー
＋みゆき野かわら版 津南情報

町長と子どもたちは終始笑顔でコミュニケーションを
とっていました
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12月火災・救助・救急出動件数

最高気温 22.2℃ 12月4日㈫

最低気温 −4.0℃ 12月16日㈰

平均気温 2.7℃ 総 雨 量 330.0㎜

栄村の気象（12月）

世帯数 823世帯 前月比−2
人　口 1,854人 −3
男 886人 −6
女 968人 ＋3

出生 1
死亡 5
転入 3
転出 2

世帯と人口（１月１日現在） 12月中の異動

火災 救助 救急 栄村の搬送医療機関
飯 山 市 0 3 112 飯山日赤� 8

津南病院� 0
そ の 他� 1
不 搬 送� �0
合　　計� �9
十日町地域消防署と
の応援協定による出
動を含みます。

木 島 平 村 1 1 20

野沢温泉村 0 0 31

栄 村 0 0 9

管 轄 外 等 0 0 0

こわい火事　厳しいチェックで　通せんぼ

２月の納税等
○固定資産税　　　○国民健康保険税
○介護保険料　　　○後期高齢者医療保険料
○村営住宅料　　　○ケーブルテレビ使用料
○教員住宅使用料　○合併浄化槽使用料
○保育料　　　　○農業集落排水処理使用料
○簡易水道料　　　○温泉休憩所使用料
○学童保育料　　　○雪害救助負担金

◆◆ 編集後記 ◆◆
　今年もコンスタントに雪が降り昨年並みの積
雪量となっています。（森の観測所）
　昔に比べると雪の量も減ったのかなと思うこ
ともありますが、それでも栄村の降り方は迫力
があり、ひと晩のうちに40㎝、50㎝と降る日に
は身動きが取れなくなってしまいます。ですが、
朝自宅を出ると、道路はきれいに除雪がされて
いて、降雪に関係なく通勤・通学ができている
ことに改めて感謝したいです。スリップ等に注
意して安全運転を心がけましょう。
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※振替指定口座の残高を事前にご確認ください。

納期限は　２月28日㈭です
口座振替日
　農協・郵便局　　　2月22日㈮
　八十二銀行・県信　2月25日㈪

裕
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栄村
議会報

発　行　栄 村 議 会
責任者　福 原 和 人
編　集　議会報編集委員会

第189号

内容：○議長表彰　○栄村議会視察研修報告　○平成30年第４回定例会・平成31年第１回臨時会・
　　　主な可決案件　○平成30年度予算推移　○一般質問９名　○陳情審査結果

　町村議会議長として５年以上（平成30年10月現在５年５ヵ月）
在職し、地方自治の振興に功労されたとして、福原和人議会議
長（写真右）が受賞され、12月定例会開催前に阿部伸治議会副
議長（写真左）より伝達されました。おめでとうございます。

自治功労
表 彰

木曽郡王滝村「スキー場対策について」
下伊那郡下條村「行政運営について」

総務文教常任委員会委員長　保 坂 良 徳 参加者：
議員10名・事務局１名）（

　平成30年11月13日、14日の２日間、木曽郡王滝村と下伊那郡下條村へ視察研修に行ってきました。王滝村
では「スキー場対策」について、下條村では「行政運営」について研修してきた事をご報告いたします。

　王滝村では、瀬戸　普（せと　ひろし）村長、下出謙介（したで　けんすけ）議長をはじめ議員全員のご出席をいただき意
見交換をさせていただきました。
　王滝村には「おんたけ2240」という大変大きなスキー場があります。リフトはゴンドラリフトをはじめ４人乗りクワットが
２基、ペアリフトが２基あり、コース数８本、最長滑走距離7,000ｍ、300人収容のセンターハウス、ロッジ三笠、展望浴場、
レストランを備え、昭和36年から現在まで130億円の投資を行ってきたそうです。
　王滝村は、11月現在、世帯数389世帯、人口776人の村で、何故こんなに大きなスキー場を持っているのでしょうか。王滝村
は、昭和30年代までヒノキを中心とした林業と、霊峰御嶽山に全国から集まる信者をおもてなしすることで成り立っていまし
たが、昭和36年完成の牧尾ダムで農地の３割が水没、２割の住民が移住、その補償金で林業からスキー場観光へと移りました。
当時、中部観光圏には大きなスキー場が無く大変な賑わいを見せ儲かったためにどんどん施設を整備していきました。そして
平成５年にはスキー場入場客が67万人となりましたが、平成15年には16万人、更に平成17年には７万人にまで減少してしまい
ました。理由として考えられることは、高速道路網の発展が挙げられ、更に各地に新しくスキー場ができて、お客さんが他の
観光地に移ってしまったことが挙げられます。
　平成17年、今までの投資が重く伸し掛かり、財政非常事態となり、指定管理者制度を導入し、民営化に移ったそうです。こ
の指定管理者制度は、栄村が栄村振興公社と締結しているものと同じです。その後、10年の指定管理を結んでいましたが、東
日本大震災により指定管理者の元になっている観光地の被害により撤退し、平成23年は村営、平成24年に新たに指定管理者を
公募し運営、平成26年の御嶽山噴火により８千万円の補助などをしました。そして平成29年、指定管理完了に伴い、新たに平
成30年に10年契約で東京の「アンカー」と言う会社と指定管理を締結し現在に至っていますが、平成30年６月７日に議会全員
協議会が開かれ、村側からの指定管理者がなかなか決まらない旨の説明に対し、議員からは営業の継続を求める意見が多く出
ました。更に、特別委員会で意見をまとめ、定例会で提案をし、村側に撤退や休止は避けなければならないとしました。瀬戸
村長は、「村営だと年間５億円掛かり、予算17億円の村にはかなりの負担となります。スキー場が残って村が無くなる様な事
態はあってはなりません。改めて公募や直営、譲渡も含めて検討します」とし、３年１億５千万円の指定管理料を支払う条件
で９月に締結をしました。瀬戸村長は、「ホッとする反面、是非上手く経営していただける様期待をしたい。また年間５万人

栄村議会
視察研修報告

福原議長が受賞！
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のお客を呼べる産業は他にはありません。村民の７割が何らかの形でスキー場に係わっています。営業が途切れることの無い
様にしていきたい」というお話をされ、今日まで大変な思いをして来られたことが伝わってきました。
　この様な経験から大事なことが幾つも浮かび上がってきます。まず５月の営業終了から来期の指定管理者について検討し始
めていることです。６月には議会に対し説明をして、議会側もそれに対応して協議しています。早め早めの対応を取っている
事です。そして、お話を聞いていて、何を考えの基本において答えを求めて行くのか。村側も議会側も、村の財政、観光施策、
村民の生活、村民の生業、過去の辛い経験を踏まえての反省と検証が協議の中から聞き取れました。
　この様なしっかりとした対応ができて９月に新しい指定管理者が決まり、12月15日、今シーズンのオープンに繋がりました。
　当村の観光４施設の2019年春以降の管理運営については、まだ村の方針すら決まっていない状況です。「村も議会もしっか
りしろ！」との村民の皆
様からの声が聞こえてき
ます。しっかりと協議を
して、４月以降、観光４
施設が村民の福利厚生施
設として、また、観光客
の皆さんとの交流の場と
して管理運営されていけ
るように頑張ります。

　翌日の14日は、下伊那郡下條村で「行政運営」についてお話を聞いてきました。下條村議会の村松　積（むらまつ　つもる）
議長のご挨拶を受けてから、吉村善郎（よしむら　よしろう）総務課長から説明を受けました。
　下條村は11月現在、人口3,732人に対し、職員数38人。栄村は人口1,862人に対し、職員数72人です。人口が倍で職員が半分、
どんな運営をされているのか大変興味深くお聞きしました。
　下條村も栄村同様に過疎化が進んできて危機感を持ったことが始まりでした。平成４年、民間出身の伊藤喜平（いとう き
へい）氏が村長に就任してから、１．身の丈に合った公共事業、２．役場の再編、職員の意識改革、３．住民参加型の施設整備、
４．住宅施策と少子化対策、５．子育て支援事業の５つを柱に行政運営を進めて行ったところ、「奇跡の村」と呼ばれ、今ま
でに日本政府を始め、500以上の団体の視察を受けている村です。
　柱の政策を一つずつ見ていくと、１．身の丈とは、事業計画を立てる時、起債を立てる時、あとに「つけ」が残らない様に
なるべく単年度で処理ができる規模にする。複数年かかる事業は徹底的に試算をしてみる。２．役場の再編は、まず職員の意
識改革を徹底した。前例に頼るな、全てにおいてコストを考えろ、民間の仕事量を体感させ、１日をフルに効率的に事務をこ
なす。３．住民参加は、建設資材の支給事業を通して、住民が自ら考え対応することで村民総参加の村づくりの基本となり、
要望に迅速に対応でき、低コストで更に独自の施工ができる。４．住宅施策は、子育て世代に多く移住していただくために平
成９年から10年間で124戸を建設、国の補助金を受けず村の単独予算で造ることで、年間経費2,500万円、家賃収入6,700万円。５．
子育て支援は、まず３歳から保育料は無料、出産祝い金、育児手当、小中学入学祝い金、給食費補助、高校まで医療費無料、
高校通学費支給制度、更に中学生海外研修は旅費半額村負担、パスポート代は村負担等の５本柱を立て、柱ごとに目的を遂行
するために民間の考え方で進めた結果、平成２年に一度3,000人台までに落ち込んだ人口は、平成26年まで4,000人を超える人
口を維持してきました。しかも、高齢化率28%台で、64歳までの生産人口は52%台で推移しています。人口減少を食い止める
ために何処の世代に的をつけるか、明確に実行してきたからこそ「奇跡の村」と言われる要因だと思います。
　しかし、平成27年から人口減少に転じ、平成30年には3,700人に。村は「単なる自然減ではない」と、その要因を分析して
いました。主産業は農業であるため勤め先が少なく、飯田方面への通勤が主となり、定住化対策で建てた集合住宅の入居者の
子どもたちが高校に通うための転居や、仕事に伴う転勤、子育て支援も「金で釣る」施策が中心であったため、近隣自治体が
同じような事業を進めたため等で、子育て世代が安い住居費用で済み、子育てし易い環境で暮らせましたが、移住し易い反面、
定住になかなか繋がらなかったためであります。
　今後の対策は、１．集合住宅から持ち家へ、新築改築補助200万円、移住奨励支度金20万円、起業支援、空き家、空き店舗
活用補助50万円、更に、２．未婚者の出会いの場づくり、お試し住宅の整備、３．下條村の認知度アップのための対策、４．
更なる子育て支援の充実として、支援センター「すくすく」の整備活用、５．農、商、工業の後継者対策、６次産業化支援で
村にお金を落とす仕組みづくり等を今年度より実行していく計画です。
　説明をお聞きする中で、現状の問題と今後の方針が一体なものとして考えられていると感じました。資材支給事業を通して
村民の協働による村づくりがされ、自分たちで考え、使い易くつくることで愛着が湧き、事業費も公共事業費に比べ９分の１
と安い。そして役場の職員の意識改革を進め、今までの様なぬるま湯に浸かった状態から少数で行えるようにスリム化をし、
給与も２割カットで村単独で使えるお金、基金の増設をしていき、村に合った事業を進めています。決して補助金には頼って
いません。
　下條村は、予算20億円に対し、基金残高70億円。栄村は、予算38億円に対し、基金残高は26億円です。下條村は、昨今押し
寄せている新たな少子化に、「奇跡の村」と呼ばれた今までの様な行政運営を再度起こそうと考えていると思います。それを
実行する基金があるからです。栄村もまだ遅くはありません。諦めたらそこで終ってしまいます。栄村議会は諦めず、村民の
皆様と一緒になって、より良い村づくりを考えていきたいと思います。

王滝村役場での研修王滝村役場前にて御 嶽 山

ご説明をいただいた吉村総務課長下條村役場での研修下條村役場前にて
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◆平成30年度　栄村予算推移◆
区　　分 当初予算 5月補正 6月補正 9月補正 12月補正 1月補正 現在の予算額 増減額 増減率％

一 般 会 計 3,710,000 10,235 104,248 58,458 ▲99,249 3,783,692 73,692 101.99
特　別　会　計

国民健康保険（事業勘定） 219,069 5,576 46,074 270,719 51,650 123.58
国民健康保険（施設勘定） 124,133 ▲5,578 748 119,303 ▲4,830 96.11
秋 山 診 療 所 4,962 ▲276 4,686 ▲276 94.44
後 期 高 齢 者 医 療 31,730 31,730 0 100.00
介 護 保 険 396,738 53 6,000 402,791 6,053 101.53
簡 易 水 道 152,729 3,532 ▲288 1,900 157,873 5,144 103.37
生 活 排 水 79,639 11,588 91,227 11,588 114.55
農 業 集 落 排 水 14,859 1,068 15,927 1,068 107.19
ス キ ー 場 141,229 ▲4,211 4,283 141,301 72 100.05
ケ ー ブ ル テ レ ビ 80,339 1,644 81,983 1,644 102.05

特 別 会 計 合 計 1,245,427 1,317,540 72,113 105.79

単位：千円

案　件　名 内　　容

◆平成30年度栄村一般会計補正予算（第６号）
・栄小学校のトイレ改修工事を次年度に変更したことによる減額、ふ
るさと納税、建設事業等各事業の精算等による
・補正額：▲99,249千円

◆平成30年度栄村国民健康保険特別会計（事
業勘定）補正予算（第２号）

・一般被保険者医療給付費の不足による追加など
・補正額：46,074千円

◆平成30年度栄村介護保険特別会計補正予算
（第３号）

・総合事業移管に伴い減額が見込まれる居宅介護サービス給付費の減
額と、増加が見込まれる施設介護給付費の増額など
・歳入歳出予算総額に変更なし

◆平成30年度栄村簡易水道特別会計補正予算
（第２号）

・長瀬地区漏水に係る修繕料、平滝地区水源地建屋解体工事精算による減額
・補正額：▲288千円

◆平成30年度栄村農業集落排水特別会計補正
予算（第１号）

・原水槽非常用エンジンポンプ修繕並びに原水槽バイパス予備ポンプ設置
・補正額：1,068千円

◆栄村過疎地域における固定資産税の課税免
除に関する条例の制定について

・過疎地域自立促進特別措置法の改正に伴い、現行の過疎地域自立促
進特別措置法に基づく固定資産税の課税免除に関する条例を全部改
正して、栄村過疎地域における固定資産税の課税免除に関する条例
を制定するもの

◆村道の路線の変更について ・村道月岡２号線の道路改良により、一部路線の変更に伴い、起点及
び終点側の地番に変更が生じたため

◆栄村固定資産評価審査委員会委員の選任に
ついて ・藤木忠信氏（極野・再任）

―追加議案―
◆栄村教育委員会教育長の任命について

・現教育長の任期が平成30年12月25日をもって満了となるため
・石沢清人氏（志久見）

◆栄村教育委員会委員の任命について ・現教育委員の任期が平成31年１月４日をもって満了となるため
・渡辺要範氏（横倉）

―１月臨時議会―
◆平成30年度栄村簡易水道特別会計補正予算
（第３号）

・配水管他に係る修繕料
・補正額：1,900千円

◆一般職の職員の給与に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

・平成30年の人事院勧告及び長野県人事委員会から、俸給の平均
0.15%引き上げと、期末・勤勉手当の年間支給月数を4.40 ヵ月か
ら4.45 ヵ月に引き上げる旨の勧告がなされ、この勧告並びに県、
近隣市町村の動向を参酌の上、栄村職員労働組合との協議により条
例の一部を改正するもの

◆平成30年度　防災・安全交付金（道路）事
業　村道天代坪野線橋梁架替⑹工事変更請
負契約の締結について

・旧土合橋の撤去する橋台の形状が設計と異なることが確認され、そ
れに伴う数量等に変更が生じたため
・補正額：▲4,158千円

12月定例会・１月臨時会　主な可決案件

※▲は減額
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今
後
村
の
施
設
は
、
順
次
更
新
の

時
期
を
迎
え
る
。
財
政
的
に
厳
し

い
状
況
と
思
う
が
、
そ
の
対
応
は
。

長
期
的
な
視
点
で
更
新
、
統
廃
合

ま
た
は
長
寿
命
化
と
、
計
画
的
に

行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
管
理
計
画
は

５
年
ご
と
に
見
直
し
、
個
別
管
理
計
画
が
策

定
さ
れ
る
中
で
、
管
理
計
画
推
進
本
部
を
立

ち
上
げ
取
り
組
む
。

２
０
２
０
年
に
個
別
管
理
計

画
の
策
定
の
中
で
個
別
に
検

討
す
る
。財
政
が
厳
し
く
な
っ
て
く
る
た
め
、

予
算
の
圧
縮
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

旧
宝
山
荘
附
近
の
道
路
改
良
に
つ

い
て
は
、
再
三
質
問
し
て
き
て
い

栄
村
へ
の
寄
付
金
と
は
ど
の
様
な

も
の
な
の
か
。
ま
た
寄
付
金
の
種

類
や
使
い
道
は
ど
の
様
な
仕
組
み
で
運
用
さ

れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
昨
年
度
の
寄
付
金
の

実
績
を
伺
う
。

村
へ
の
寄
付
金
は
品
物
や
金
額
の

大
小
に
係
わ
ら
ず
善
意
を
有
難
く

感
謝
を
申
し
上
げ
、
善
行
者
に
対
し
て
善
行

表
彰
規
定
も
あ
り
該
当
者
に
は
表
彰
等
も
行

っ
て
い
る
。
昨
年
よ
り
、
元
気
ふ
る
さ
と
研

究
会
設
置
要
綱
に
着
手
し
、
寄
付
金
と
村
づ

く
り
を
一
緒
に
お
手
伝
い
を
い
た
だ
く
こ
と

も
今
後
考
え
る
。村

の
寄
付
金
に
つ
い
て
は
、

一
般
寄
付
と
指
定
寄
付
の
２

種
類
分
類
し
て
い
る
。

　

一
般
寄
付
金
は
、
栄
村
ふ
る
さ
と
づ
く
り

寄
付
金
条
例
に
よ
り
、
使
途
は
自
然
環
境
保

全
に
関
す
る
こ
と
、
ま
た
、
雪
害
及
び
災
害

る
と
こ
ろ
だ
が
、
地
権
者
で
あ
る
津
南
町
は

新
町
長
と
な
り
、
今
後
の
対
応
に
変
更
が
あ

る
の
か
。

宝
山
荘
附
近
の
道
路
要
望
は
、
上

村
前
町
長
か
ら
始
ま
り
、
桑
原
現

町
長
、
小
野
塚
副
町
長
ま
で
引
き
続
き
関
係

を
通
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
の
と
こ
ろ

明
る
い
兆
し
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。

一
般
財
団
法
人
・
栄
村
振
興
公
社

の
次
年
度
以
降
の
管
理
・
運
営
計

画
に
つ
い
て
、
長
期
間
に
渡
り
不
透
明
な
状

況
が
続
く
中
、
以
前
か
ら
村
が
方
針
を
示
さ

な
け
れ
ば
何
も
始
ま
ら
な
い
と
申
し
上
げ
て

き
た
。
施
設
と
温
泉
の
所
有
者
は
、
言
う
ま

で
も
な
く
「
栄
村
」
で
あ
る
。
観
光
あ
り
方

研
究
委
員
会
の
中
間
報
告
を
待
っ
て
判
断
し

た
い
。
ま
た
、
振
興
公
社
の
理
事
会
、
評
議

員
会
の
報
告
書
が
遅
れ
て
い
る
等
々
、
諸
般

の
事
情
も
あ
り
判
断
が
遅
れ
て
い
る
か
と
推

察
さ
れ
る
が
、
新
年
度
ま
で
余
り
時
間
が
無

い
が
、
早
急
な
決
断
が
必
要
で
は
な
い
か
。

栄
村
振
興
公
社
か
ら
の
正
式
文
書

で
報
告
を
受
け
た
時
点
で
村
民
に

公
表
す
る
。（
平
成
30
年
12
月
５
日
現
在
）

対
策
、
防
災
に
関
す
る
事
業
、
保
健
福
祉
、

文
化
、
教
育
、
農
業
振
興
に
関
す
る
こ
と
、

そ
の
他
６
項
目
に
分
類
し
て
あ
る
。
こ
の
寄

付
金
に
つ
い
て
は
、
ふ
る
さ
と
創
生
基
金
へ

積
み
立
て
る
こ
と
が
条
例
の
中
で
決
め
ら
れ

て
い
る
。

　

指
定
寄
付
金
に
つ
い
て
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
と
し
て
寄
付
金
１
万
円
に
対
し
て
村
内
産

特
Ａ
米
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
15
㎏
を
返
礼
品
と
し

て
送
っ
て
お
り
、
残
り
を
農
業
振
興
基
金
と

し
て
積
み
立
て
を
し
て
い
る
。
ふ
る
さ
と
納

税
の
昨
年
実
績
は
、
５
，
０
１
５
件
で
１
億

２
５
８
９
万
３
千
円
で
あ
っ
た
。

　

一
般
寄
付
の
昨
年
度
実
績
は
、
自
然
環
境

保
全
４
件
８
万
円
、
雪
害
関
係
30
件
53
万
５

千
円
、
保
健
福
祉
１
件
３
万
６
５
０
０
円
、

教
育
６
件
11
万
円
、
そ
の
他
49
件
３
９
２
万

２
８
０
１
円
で
あ
っ
た
。

寄
付
さ
れ
た
方
は
純
粋
な
気
持
ち

で
役
立
て
て
ほ
し
い
と
の
想
い
か

と
考
え
る
が
、
寄
付
者
に
と
っ
て
私
の
お
金

が
ど
の
様
に
使
わ
れ
成
果
が
あ
っ
た
の
か
、

無
駄
だ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
村
と
し
て
は
村

の
想
い
を
ど
う
や
っ
て
寄
付
者
に
伝
え
る
の

か
、
そ
の
手
法
を
編
み
出
し
末
永
く
お
付
き

合
い
す
べ
き
と
思
う
が
如
何
か
。

寄
付
者
と
一
緒
に
な
り
村
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
に
も
村
の
広
報
の

活
用
も
図
り
、
寄
付
者
と
の
お
付
き
合
い
を

始
め
た
い
。
寄
付
者
へ
の
広
報
の
送
付
も
検

討
し
た
い
。

村　長

村　長

長
期
的
視
点
で
更
新
、統
廃
合

ま
た
は
長
寿
命
化
を
検
討
、５

年
毎
に
見
直
し
を
す
る
。

要
綱
を
つ
く
り進め

た
い
。

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

の
そ
の
後
の
対
応
に
つ
い
て
。

寄
付
の
使
い
道
と

交
流
を
。

上
倉
敏
夫
議
員

島
田
伯
昭
議
員

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

の
対
応
に
つ
い
て

旧
宝
山
荘
附
近
の
道
路
改
良
に
つ
い
て

一
般
財
団
法
人
・
栄
村
振
興

公
社
に
つ
い
て

栄
村
へ
の
寄
付
者
に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

村
長

村
長

村
長

総
務
課
長

総
務
課
長

村
長

村
長
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白
鳥
地
区
に
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の

施
設
計
画
を
聞
い
て
か
ら
企
業
の

動
き
が
無
い
様
に
見
え
る
。
村
と
し
て
は
把

握
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
こ
の
ま
ま
で

は
農
地
の
荒
廃
が
進
む
ば
か
り
だ
と
思
う

が
、
事
業
の
可
否
を
含
め
、
企
業
に
進
展
を

促
す
こ
と
は
出
来
る
の
か
。
そ
し
て
、
不
履

行
時
の
用
地
へ
の
対
応
を
村
は
ど
の
様
に
考

え
て
い
る
か
。

当
該
企
業
と
は
「
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
事
業
協
力
体
制

構
築
に
関
す
る
覚
書
」
を
締
結
し
進
め
て
き

た
経
過
が
あ
り
、
現
在
は
そ
の
期
間
内
に
あ

り
、
年
１
～
２
回
ほ
ど
事
業
の
説
明
を
求
め

て
い
る
。
ま
た
地
区
関
係
者
と
も
定
期
的
に

話
し
合
い
を
し
て
い
る
。用
地
に
関
し
て
は
、

既
に
荒
廃
し
た
状
況
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
こ

の
ま
ま
返
さ
れ
て
も
困
る
と
い
う
こ
と
は
明

ら
か
で
、
現
在
関
係
者
の
意
向
を
聞
い
た
り

す
る
中
で
最
善
策
を
模
索
中
で
あ
る
。

秋
山
を
取
り
巻
く
苗
場
山
、
鳥
甲

山
、
佐
武
流
山
は
昭
和
30
年
に
秘

境
和
山
温
泉
に
泊
ま
る
と
い
う
こ
と
が「
旅
」

と
い
う
雑
誌
に
紹
介
さ
れ
、
６
大
学
が
集
ま

っ
た
と
聞
い
た
。
文
人
・
鈴
木
牧
之
（
す
ず

き  

ぼ
く
し
）
も
「
苗
場
山
紀
行
」
を
紹
介

し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
山
岳
帯
の
観
光
振
興
を
ど

う
経
済
効
果
に
結
び
付
け
る
の
か
。
信
越
ト

レ
イ
ル
は
80
㎞
を
経
て
苗
場
山
に
向
か
っ
て

い
る
が
様
子
は
。
２
０
０
０
年
に
佐
分
流
山

山
頂
に
地
元
の
努
力
で
道
が
復
活
し
た
が
、

林
道
往
復
３
時
間
程
掛
か
る
が
、
こ
れ
を
解

消
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
か
。

信
越
ト
レ
イ
ル
と
雪
国
観
光
圏
の

ス
ノ
ー
カ
ン
ト
リ
ー
ト
レ
イ
ル
が

繋
が
っ
て
行
き
、
雪
国
文
化
を
知
ら
な
い
地

域
と
も
連
携
し
て
行
く
方
向
に
な
る
。
佐
武

流
山
に
つ
い
て
は
、
森
林
管
理
署
と
も
協
議

現
状
、
村
が
で
き
る
こ
と
と

す
れ
ば
、
田
直
し
の
制
度
を

使
い
小
規
模
な
基
盤
整
備
を
促
す
こ
と
く
ら

い
か
と
思
う
が
、
よ
く
研
究
し
て
ほ
し
い
。

あ
ま
り
不
自
由
を
感
じ
て
い
な
か

っ
た
路
線
の
大
規
模
改
修
に
少
し

戸
惑
い
を
覚
え
た
。
ど
の
様
な
地
元
の
要
望

活
動
が
あ
っ
た
の
か
。
事
業
費
と
工
期
は
い

か
ほ
ど
か
。
着
工
を
決
め
た
判
断
材
料
は
何

で
あ
っ
た
の
か
。

泉
平
集
落
の
集
落
懇
談
会
、
要
望

会
等
が
あ
り
、
そ
の
中
で
震
災
を

教
訓
に
災
害
に
強
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
す
べ
き
と
の
意
見
が
出
た
。
災
害
が
あ

っ
て
も
集
落
が
孤
立
し
な
い
様
に
、
ま
た
冬

場
１
車
線
で
は
緊
急
時
に
通
れ
な
く
な
る
と

い
う
意
見
が
出
さ
れ
、
緊
急
性
を
考
慮
し
大

至
急
取
り
掛
か
る
と
回
答
し
た
。

当
該
区
間
の
延
長
は

１
，
３
０
０
ｍ
で
全
幅

５
ｍ
、工
期
は
３
年
と
考
え
る
と
こ
ろ
だ
が
、

補
助
金
等
に
よ
り
延
長
も
あ
り
得
る
。
総
工

費
は
用
地
の
補
償
等
も
含
め
２
億
４
２
０
０

万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

拡
幅
だ
け
で
孤
立
が
防
げ
る

か
は
い
さ
さ
か
疑
問
だ
が
、

災
害
対
策
は
大
事
だ
と
思
う
。
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
他
に
も
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

道
路
改
良
は
有
る
わ
け
で
、
検
証
に
検
証
を

重
ね
計
画
的
に
進
め
て
ほ
し
い
。

を
す
る
必
要
が
あ
る
。
商
工
観
光
課
、
秋
山

支
所
長
を
中
心
に
登
山
者
の
便
宜
を
図
る
と

い
う
こ
と
で
次
年
度
に
向
け
て
研
究
す
る
。

鳥
甲
山
に
つ
い
て
は
、
来
年
の
山
開
き
以
降

に
関
係
者
に
見
て
い
た
だ
き
、
早
急
に
安
全

対
策
に
つ
い
て
取
り
掛
か
り
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

各
登
山
口
へ
の
交
通
手
段
と
し

て
、
湯
沢
ま
で
の
フ
リ
ー
バ
ス
の

様
な
対
応
を
図
り
、
登
山
口
ま
で
の
足
が
確

保
さ
れ
、
縦
走
な
ど
の
便
宜
を
図
る
こ
と
は

出
来
な
い
か
。
ま
た
、
山
岳
を
取
り
巻
く
ビ

ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
も
多
種
多
様
で
あ
り
、
Ｊ
Ｒ

の
秋
の
告
知
ポ
ス
タ
ー
で
は
布
岩
の
風
景
を

大
々
的
に
ポ
ス
タ
ー
に
採
用
す
る
な
ど
何
処

に
出
し
て
も
恥
ず
か
し
く
な
い
秋
山
郷
の
紅

葉
が
あ
る
。
登
山
や
写
真
の
旅
等
、
紅
葉
を

含
め
た
山
岳
観
光
の
こ
れ
か
ら
の
戦
略
は
ど

う
し
て
い
く
の
か
。

秋
山
郷
地
域
の
全
て
に
お
い
て
秋

山
支
所
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
。
バ
ス
を
活
用
し
た
誘
客
も
一
案
で
あ

ろ
う
と
思
う
。
登
山
口
へ
の
交
通
体
系
に
つ

い
て
は
、
バ
ス
の
総
合
的
な
見
直
し
を
図

り
、運
行
体
制
を
研
究
し
て
い
く
。
今
後
は
、

商
工
観
光
課
（
秋
山
支
所
）、
住
民
福
祉
課
、

特
命
対
策
課
の
３
者
で
案
を
つ
く
り
、
最
終

的
に
は
栄
村
秋
山
郷
観
光
協
会
と
も
協
議
を

し
、
出
来
る
限
り
早
急
に
観
光
と
住
民
が
一

体
化
し
た
事
業
へ
と
バ
ス
運
行
も
含
め
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

総務
課長

村　長

最
善
策
を
模
索
中
。

観
光
と
住
民
が
一
体
化

し
た
事
業
へ
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

バ
イ
オ
発
電
「
Ｚ
Ｅ

エ
ナ
ジ
ー
」
進
展
は
。

山
岳
観
光
の

こ
れ
か
ら
の
戦
略
は
。

阿
部
伸
治
議
員

相
澤
博
文
議
員

バ
イ
オ
発
電
「
Ｚ
Ｅ
エ
ナ
ジ

ー
」
と
村
の
関
係
に
つ
い
て

村
道
箕
作
泉
平
線
改
良
工
事

に
つ
い
て

山
岳
観
光
に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問

質
問

総
務
課
長

阿
部
議
員

産
業
建
設
課
長

阿
部
議
員

村
長

村
長

村
長
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旧
宝
山
荘
前
道
路
改
良
に
つ
い

て
、
一
昨
年
12
月
と
昨
年
６
月
に

十
日
町
地
域
振
興
局
へ
陳
情
に
行
き
、
前
津

南
町
長
に
も
力
強
い
助
言
を
い
た
だ
い
た
。

そ
の
後
、
津
南
町
長
も
代
わ
っ
た
が
打
診
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
十
日
町
市
、
津
南
町
、

栄
村
で
話
を
し
て
い
る
の
か
。

場
所
は
新
潟
県
の
県
道
で
あ
り
、

宝
山
荘
は
津
南
町
の
財
産
、
そ
の

他
町
民
の
土
地
も
あ
る
。
全
て
新
潟
県
の
予

算
で
対
応
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
、
十
日
町
市
、
津
南
町
地
区

選
出
の
県
議
会
議
員
の
力
も
お
借
り
し
た

り
、
特
に
津
南
町
の
桑
原
町
長
、
副
町
長
、

前
町
長
に
早
期
改
良
を
お
願
い
し
進
ん
で
い

る
。
小
さ
な
考
え
は
な
く
、
せ
っ
か
く
栄
村

が
頼
む
の
で
あ
れ
ば
と
私
ど
も
の
要
望
よ
り

話
が
大
き
く
な
っ
て
い
て
全
面
的
な
協
力
を

３
月
並
び
に
６
月
に
も
伺
っ
た

が
、
村
長
は
、「
社
会
福
祉
協
議

会
を
窓
口
と
し
て
研
究
を
さ
せ
、
早
め
に
取

り
組
む
と
指
示
を
出
し
て
い
る
」
更
に
、「
年

内
に
取
り
ま
と
め
て
行
き
た
い
」
と
答
弁
が

あ
っ
た
。
そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

人
材
バ
ン
ク
制
度
は
、
高
齢
化
の

進
む
栄
村
に
是
非
と
も
無
け
れ
ば

な
ら
な
い
制
度
だ
と
考
え
て
い
る
。
高
齢
者

は
農
作
業
や
雪
囲
い
等
困
っ
て
い
る
と
思

う
。
た
だ
、
バ
ン
ク
制
度
に
お
い
て
栄
村
で

今
一
番
悩
ん
で
い
る
事
は
、
村
内
で
登
録
制

度
を
作
っ
て
も
協
力
で
き
る
人
材
が
ど
の
く

ら
い
あ
る
か
と
い
う
こ
と
。
引
き
続
き
研
究

し
、
村
民
に
は
３
月
頃
ま
で
に
事
業
内
容
に

つ
い
て
周
知
し
、
登
録
者
が
少
な
く
て
も
実

施
し
て
ほ
し
い
と
担
当
に
は
話
し
て
あ
る
。

い
た
だ
い
て
い
る
。
後
は
予
算
を
付
け
て
い

た
だ
け
れ
ば
い
つ
で
も
着
工
で
き
る
状
態
へ

進
ん
で
い
る
。
予
算
に
つ
い
て
は
県
の
予
算

で
あ
る
た
め
、
12
月
中
に
新
潟
県
県
議
会
議

員
の
方
と
お
会
い
し
て
再
度
お
願
い
す
る
。

北
野
天
満
温
泉
へ
も
大
型
バ

ス
が
１
台
も
入
っ
て
来
て
い

な
い
状
況
な
の
で
、
大
型
バ
ス
も
楽
に
入
っ

て
来
ら
れ
る
様
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。北

野
天
満
温
泉
も
平
成
９
年
に
出

来
て
か
ら
21
年
経
つ
。
北
野
温
泉

公
園
で
は
栄
村
で
自
生
す
る
自
然
植
物
を
育

て
て
い
る
が
、
桜
を
植
樹
し
観
光
誘
致
に
一

役
か
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
公
園
周
辺
の
整

備
が
で
き
な
い
か
。

私
が
役
場
職
員
当
時
、
県
営
中
山

間
地
事
業
の
余
剰
で
つ
く
り
上
げ

た
公
園
で
あ
る
。
当
時
、
桜
と
梅
を
オ
ー
ナ

ー
制
度
で
管
理
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
が
許

さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
東
部
谷
の
地
域

の
公
園
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
整
備
す
る
の

に
北
野
天
満
温
泉
の
公
園
が
一
番
良
い
の
で

は
な
い
か
。
栄
村
の
財
産
で
あ
る
植
物
も
植

え
て
あ
る
。
出
来
る
限
り
教
育
委
員
会
と
特

命
対
策
課
を
交
え
て
、
今
の
公
園
の
邪
魔
に

な
ら
な
い
範
囲
で
春
か
ら
地
元
の
協
力
を
得

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
お
願
い
出
来
る
な
ら

一
緒
に
協
議
し
て
前
向
き
に
進
め
て
行
き
た

い
。

２
０
１
９
年
10
月
か
ら
消
費
税
が

10
％
に
な
る
が
、
現
在
大
企
業
優

遇
で
貧
困
の
格
差
が
拡
大
し
て
い
る
。
大
富

豪
や
大
企
業
に
応
分
の
税
負
担
を
求
め
る
税

制
を
見
直
す
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
の
消
費
税
は
、
全
て
社
会
保
障
に
使
う
と

言
っ
て
き
た
。
８
％
増
税
の
時
も
数
の
力
で

強
行
を
行
っ
て
、
社
会
保
障
を
６
年
間
で

３
・
９
兆
円
も
削
減
し
て
き
た
。
更
に
財
務

省
は
、
今
後
75
歳
以
上
の
医
療
費
を
原
則
２

割
負
担
と
し
、
介
護
保
険
で
要
介
護
１
、２

も
保
険
か
ら
外
す
と
い
う
社
会
保
障
の
改
正

に
向
け
て
提
案
を
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
全

額
社
会
保
障
に
使
う
と
い
う
こ
と
に
大
き
な

誤
り
が
あ
る
の
で
は
と
思
う
。
今
回
の
増
税

に
つ
い
て
村
長
の
考
え
は
。

こ
の
消
費
税
増
税
に
つ
い
て
は
、

国
の
関
係
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、

昭
和
63
年
竹
下
内
閣
が
消
費
税
３
％
の
導

入
、
そ
し
て
民
主
党
、
自
民
党
、
公
明
党
の

３
党
合
意
で
８
％
税
制
改
革
が
平
成
26
年
あ

た
り
か
ら
行
な
わ
れ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。

こ
の
増
税
は
必
要
が
あ
っ
て
国
が
制
度
化
し

て
き
た
も
の
で
あ
り
、
必
要
が
無
け
れ
ば
増

税
は
し
な
か
っ
た
と
思
う
。
自
由
民
主
党
が

単
独
で
過
半
数
も
議
席
を
獲
得
し
て
い
る
ほ

ど
、
そ
の
10
％
の
消
費
税
に
つ
い
て
は
国
民

が
支
持
し
た
数
字
だ
と
思
う
。
こ
の
消
費
税

は
、
広
く
公
平
な
間
接
税
と
し
て
国
民
が
自

ら
支
払
う
と
、
国
民
が
選
ん
だ
選
択
で
は
な

い
か
と
感
じ
て
い
る
。

村　長

村　長

前
向
き
に
進
め
て
行
き

た
い
。

国
民
が
選
ん
だ
選
択
で
は

な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。

北
野
天
満
温
泉
公
園
周
辺

の
整
備
が
で
き
な
い
か
。

消
費
税
増
税
に
つ
い
て
、

村
長
の
考
え
は
。

桑
原
武
幸
議
員

齋
藤
康
夫
議
員

旧
宝
山
荘
前
の
道
路
改
良
の

進
展
に
つ
い
て

北
野
天
満
温
泉
公
園
に
つ
い
て

村
単
独
の
人
材
支
援
の
立
ち

上
げ
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

消
費
税
増
税
に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問

質
問

桑
原
議
員

村
長

村
長

村
長

村
長
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ひ
ん
ご
遺
跡
の
出
土
品
に
つ
い

て
、
平
成
30
年
度
に
は
調
査
も
終

わ
り
返
還
が
で
き
る
と
の
答
弁
だ
っ
た
が
、

そ
の
後
の
進
展
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

ひ
ん
ご
遺
跡
か
ら
の
出
土
物
の

返
還
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
平

成
30
年
12
月
以
降
に
長
野
県
の
教
育
委
員
会

か
ら
譲
与
希
望
調
査
な
る
も
の
が
栄
村
に
通

知
を
さ
れ
、
そ
れ
を
受
け
て
譲
与
希
望
の
意

志
を
示
す
出
土
文
化
財
譲
与
申
請
書
と
い
う

も
の
を
県
教
育
委
員
会
に
村
か
ら
提
出
す
る

こ
と
に
な
る
。
申
請
書
は
譲
与
を
受
け
る
時

期
、
保
管
の
場
所
、
展
示
の
計
画
等
も
記
載

を
し
て
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
中

心
と
な
る
保
管
場
所
に
関
し
て
は
、
中
学
校

の
下
に
あ
る
旧
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
管
理
棟
と
し

て
、
展
示
の
場
所
に
関
し
て
は
、
幹
と
な
る

展
示
場
所
は
歴
史
文
化
館
、
森
宮
野
原
駅
の

①
交
付
税
減
額
の
対
応
は
基
金
対

応
で
は
な
く
事
業
見
直
し
に
よ
る

収
支
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
べ
き
で
は
な
い
の

か
。
②
来
年
度
予
算
編
成
の
た
め
に
事
業
計

画
を
立
て
て
い
る
が
、
前
倒
し
で
公
表
で
き

な
い
か
。
③
村
民
の
生
活
改
善
、
環
境
の
構

築
に
対
し
て
、
来
年
度
へ
向
け
て
の
事
業
計

画
の
進
捗
状
況
は
。

①
残
っ
た
事
業
関
係
の
差
金
、
台

風
災
害
や
干
ば
つ
対
策
な
ど
、
夏

に
終
わ
っ
て
い
る
事
業
の
精
査
を
し
、
残
り

を
財
調
か
ら
繰
入
れ
た
。
②
計
画
が
先
に
出

る
と
勝
手
に
一
人
歩
き
を
し
て
、
や
る
と
い

う
方
向
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
な
る
と
議

会
の
意
見
を
聴
く
前
に
事
業
計
画
で
予
算
書

が
出
来
て
し
ま
う
の
で
、
予
算
決
定
後
に
実

施
計
画
を
出
し
た
い
。
③
前
回
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
調
査
が
不
十
分
と
い
う
指
摘
を
受
け

２
階
、
物
産
館
な
ど
も
念
頭
に
置
き
、
展
示

に
耐
え
う
る
も
の
、
復
元
さ
れ
て
皆
さ
ん
に

見
て
い
た
だ
け
れ
ば
い
い
と
思
う
物
に
つ
い

て
は
関
係
の
皆
さ
ん
と
協
議
を
し
な
が
ら
出

来
る
だ
け
の
活
用
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
実
際
の
譲
与
の
時
期
に
つ
い
て

は
、
県
と
の
協
議
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
わ
け
だ
が
、
31
年
度
中
に
還
っ
て

来
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
う
。

貴
重
な
遺
跡
を
説
明
で
き
る
専
門

員
を
置
く
考
え
は
あ
る
の
か
。

学
芸
員
を
置
か
な
け
れ
ば
還
っ

て
来
な
い
と
か
は
決
し
て
無
い

と
理
解
し
て
い
る
。
小
さ
な
自
治
体
が
、
遺

跡
が
発
掘
さ
れ
て
出
土
物
が
出
て
、
県
か
ら

い
た
だ
く
と
言
っ
た
時
に
、
条
件
が
整
わ
な

け
れ
ば
還
し
て
い
た
だ
け
な
い
様
な
こ
と
は

決
し
て
無
い
。

村
内
各
地
域
に
史
跡（
仙
当
城
跡
、

志
久
見
古
道
）
等
あ
る
が
、
高
齢

化
の
中
で
保
全
管
理
が
大
変
厳
し
い
と
思
う

が
、
村
と
し
て
支
援
す
る
考
え
が
あ
る
か
。

基
本
的
に
は
物
件
に
対
し
て
の

管
理
は
所
有
者
が
行
な
う
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
県
宝
で
も
あ
る
阿

部
家
住
宅
も
所
有
者
が
行
な
っ
て
い
る
。
村

が
寄
付
を
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
に
つ
い
て

は
村
が
責
任
を
持
っ
て
維
持
管
理
を
行
う
の

が
原
則
と
な
っ
て
い
る
。
文
化
財
保
護
審
議

会
等
で
議
論
を
し
て
い
く
形
に
な
る
か
と
思

う
。

た
の
で
、
聴
き
取
り
調
査
を
全
て
行
う
と
い

う
こ
と
で
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
関
係
部
署
で

逐
次
詰
め
さ
せ
て
い
る
。
来
年
度
に
は
出
来

る
限
り
事
業
実
施
に
取
り
掛
か
り
た
い
。

観
光
施
設
は
来
年
度
以
降
、
行
政

と
し
て
ど
の
様
に
運
営
し
て
い
く

の
か
。村
民
が
み
な
不
安
と
混
迷
し
て
い
る
。

し
っ
か
り
と
説
明
す
べ
き
で
は
。

観
光
あ
り
方
研
究
委
員
会
か
ら
10

月
30
日
に
提
言
書
を
い
た
だ
い

た
。
内
容
は
４
施
設
と
も
観
光
施
設
の
役
割

と
、
村
民
の
福
利
厚
生
の
役
割
を
持
つ
施
設

で
あ
る
。
村
民
の
意
向
に
つ
い
て
十
分
調
査

を
実
施
し
判
断
す
べ
き
と
報
告
を
受
け
た
。

公
社
の
最
終
決
断
報
告
を
聞
い
て
い
な
い
の

で
ま
だ
説
明
で
き
な
い
。

集
落
懇
談
会
で
特
命
対
策
課
は
、

「
私
の
秘
書
課
の
よ
う
な
も
の
」

と
職
員
の
私
物
化
を
意
味
す
る
様
な
発
言
の

真
意
は
。

特
命
は
何
を
す
る
の
か
。
企
画
部

署
、
秘
書
課
、
私
の
秘
書
で
あ
り

私
の
企
画
部
署
で
あ
る
。
職
員
の
人
事
、
予

算
の
執
行
権
は
私
が
持
っ
て
い
る
。
村
民
の

望
む
こ
と
を
進
め
て
行
く
部
署
で
あ
る
。
臨

時
職
員
に
は
、
通
常
の
職
員
と
変
わ
ら
な
い

扱
い
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
勤
務
に
就
い
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

教育長

村 長

平
成
31
年
度
中
に
還
っ
て

来
る
と
い
う
こ
と
に
な
る

と
思
う
。

最
終
決
断
報
告
を
受
け
て
い

な
い
の
で
説
明
で
き
な
い
。

ひ
ん
ご
遺
跡
の
出
土
品
の
返

還
に
つ
い
て
進
展
状
況
は
。

観
光
施
設
は
来
年
度
以

降
、
ど
の
様
に
運
営
し

て
行
く
の
か
。

月
岡
利
郎
議
員

保
坂
良
徳
議
員

遺
跡
・
史
跡
等
今
後
の
村
の

対
応
に
つ
い
て

９
月
議
会
に
お
け
る
一
般
質

問
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

観
光
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
施
設
に
つ
い
て

特
命
対
策
課
に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

教
育
長

教
育
長

教
育
長

村
長

村
長

村
長



＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊ ＊＊＊栄 村 議 会 報　12月定例会　一般質問（21） 平成31年２月１日

陳情件名 陳 情 内 容 陳 情 者 審査結果

安全・安心の
医療・介護の
実現と夜勤
交替制労働の
改善を求める
陳情

１．医師・看護師・医療技術職・介護職などの夜勤交替制
労働における労働環境を改善すること

　　①　１日且つ１勤務の労働時間８時間以内を基本に、
労働時間の上限規制や勤務間のインターバル確
保、夜勤回数の制限など、労働環境改善のための
規制を設けること

　　②　夜勤交替制労働者の週労働時間を短縮すること
　　③　介護施設や有床診療所などで行われている「１人

夜勤体制」をなくし、複数夜勤体制とすること
２．安全・安心の医療・介護を実現するため、医師・看護

師・医療技術職・介護職を増員すること
３．患者・利用者の負担軽減を図ること

長野県医療労働組合連合会
執行委員長　小林吟子

採択

※意見書案
　として全
　員賛成で
可決　

消費税増税の
中止を求める
陳情

　安倍首相は、2019年10月から消費税を10%に増税すると
表明しています。しかし、今でさえ消費不況が続き貧困と
格差が拡大しています。ここで増税を強行するなら更なる
深刻な状況をもたらし、国民の生活がいっそう困難に陥る
ことは必至です。所得の少ない人ほど負担が重い消費増税
ではなく、空前の利益を上げている大企業や富裕層に応分
の負担を求める税制に見直すべきです。GDPの６割を占
める個人消費を応援する施策こそ求められています。
　前回消費税を８%に増税した際に、消費が深刻に落ち込
んだことを受け、今回政府は様々な対策を打ち出していま
すが、これらは業者・自治体や国民生活を混乱させるだけ
矛盾したものです。消費税増税を中止することこそが最大
の景気対策です。

飯水岳北労働組合連合会
議長　小林規夫

全日本年金者組合飯水岳北支部
荻原章一

新日本婦人の会飯山支部
寺沢久代

飯山生活と健康を守る会
奥村　稔

不採択

※不採択に
対して
反対２
賛成７

陳情　審査結果

特
命
対
策
課
か
ら
出
さ
れ
た
事
業

実
施
状
況
を
見
る
と
、
定
住
移
住

対
策
、
無
内
容
で
す
。
空
き
家
バ
ン
ク
制
度

は
特
命
対
策
課
が
考
え
た
こ
と
で
は
な
い
。

国
が
提
示
し
て
い
る
も
の
。
こ
こ
に
知
恵
が

発
揮
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

企
画
課
が
あ
っ
た
時
の
一
番
の
成
果
は
雪

害
救
助
員
制
度
で
、
全
国
何
処
を
見
て
も
例

が
な
い
こ
と
。
独
特
の
発
想
法
で
あ
れ
だ
け

の
制
度
が
つ
く
ら
れ
た
。

　

今
年
11
月
、
第
３
回
空
き
家
等
対
策
協
議

会
開
催
と
あ
る
が
、
隣
の
飯
山
市
、
津
南
町

で
行
わ
れ
て
い
る
制
度
を
ほ
ぼ
真
似
た
も
の

が
出
て
き
た
。
な
に
か
、
や
は
り
寂
し
い
。

　

村
長
が
特
命
対
策
課
を
つ
く
っ
た
時
、『
私

は
こ
う
い
う
こ
と
を
や
り
た
い
』
と
い
う
作

文
を
書
い
て
、
村
長
が
狙
っ
て
い
る
こ
と
と

合
致
す
る
時
に
そ
の
人
を
採
用
す
る
。
１
年

が
経
っ
た
と
こ
ろ
で
自
分
が
評
価
を
し
て
、

成
果
が
上
が
っ
て
い
れ
ば
、
契
約
を
更
新
し

て
２
年
目
を
や
っ
て
い
た
だ
く
。
だ
け
ど
も

成
果
が
出
て
い
な
け
れ
ば
、「
１
年
終
っ
た

と
こ
ろ
で
お
辞
め
い
た
だ
く
」
と
言
っ
て
い

た
。私
は
一
度
議
会
で
そ
の
成
果
を
尋
ね
た
。

村
長
の
答
弁
は
、「
広
報
に
出
て
い
ま
す
」。

広
報
を
読
ん
で
も
、
職
員
が
深
い
研
究
を
や

っ
て
、
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
、
新
し

い
事
業
計
画
の
芽
が
出
て
き
て
い
る
と
読
み

取
れ
る
ほ
ど
の
報
告
は
な
い
。
村
長
は
ど
う

い
う
ふ
う
に
評
価
を
し
て
任
命
を
行
っ
て
い

る
の
か
。

定
住
促
進
、
栄
村
で
は
や
っ
と
こ

こ
ま
で
た
ど
り
着
い
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
「
こ
れ
を
コ
ピ
ー
し
て
く
だ
さ
い
」
と
上

司
に
言
わ
れ
て
動
く
臨
時
職
員
で
は
な
く
、

私
が
箇
条
書
き
に
し
た
項
目
を
実
施
い
た
だ

き
た
い
。

　

東
京
、
千
葉
の
幕
張
メ
ッ
セ
な
ど
で
移
住

対
策
の
協
議
会
等
を
開
い
て
、
オ
ー
プ
ン
に

色
ん
な
人
と
話
が
出
来
る
様
に
な
っ
て
い

る
。
何
と
か
栄
村
に
も
道
を
つ
け
ろ
と
い
う

こ
と
で
、
今
そ
ち
ら
は
強
め
に
は
伝
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

村
の
中
を
廻
っ
て
一
番
聞
か

れ
る
こ
と
は
、「
特
命
対
策

課
は
何
を
し
て
い
る
の
か
」。
今
、
村
長
が

答
え
た
事
を
私
が
録
音
テ
ー
プ
の
よ
う
に
紹

介
し
て
も
、「
分
か
っ
た
」
と
い
う
ご
返
事

を
村
民
か
ら
は
い
た
だ
け
な
い
と
思
う
。
も

う
少
し
説
得
力
の
あ
る
話
が
欲
し
い
。

村　長

移
住
対
策
に
力
を
入
れ

て
い
る
。

特
命
対
策
課
の
仕
事
に

意
味
が
あ
る
の
か

松
尾 

眞
議
員

質
問

村
長

松
尾
議
員
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今月の

　あっという間にお正月が過ぎ、小・中学校では長いようで短かった12日間の冬休みが終わり、
１月８日㈫に３学期の始業式が行われました。
　栄小学校では全校児童48名中、３名が欠席し45名でのスタートとなりました。最初に１・３・
５年生の代表児童が、「漢字を頑張りたい」「飯水スキー大会を頑張りたい」「引継ぎもあるので
児童会を頑張りたい」など３学期の目標を元気よく発表しました。
　校長先生からは、「インフルエンザが流行ってきているので一人一人が気をつけましょう。今
年はいのしし年です。猪突猛進で頑張りましょう。」とお話がありました。
　冬本番を迎え、クロカン教室やアルペン教室が行われます。また５・６年生は飯水スキー大会
への参加など、３学期は登校日が47日しかないので、スキーに勉強に充実した毎日を送れるよう
に体調管理をしっかりとし、寒さに負けず元気に頑張ってほしいと思います。特に６年生は残り
少ない小学校生活になるので、一つひとつの時間を大事にして頑張ってほしいですね。

（取材：特命対策課）

Vol.23　～始業式～

　ぶたのまるみが出せるようにりんかくを
きれいに整えられました。

　うさぎの耳をけずるところが、けっこう
難しかったけど、うまくつくれたので良か
ったです。

月
つき

岡
おか

 こまちさん（2年/森）広
ひろ

瀬
せ

 りこさん（2年/森）

「うさぎペンスタンド」 「1匹のこぶた」

▲３学期の目標を発表 ▲校長先生の話を聞く栄小児童


